
 

 

 

令和５年６月 23日 

 

報道関係 各位 

 

                       名古屋市交通局企画財務部経営企画課 

                          担当：池村・恒吉 電話：972-3824 

                     名古屋市立大学教育研究部学術課 

                          担当：森川・吉川  電話：853-8014 

（名古屋教育医療記者会・名古屋市政記者クラブと同時発表） 

 

名古屋市交通局×名古屋市立大学 包括連携協定締結記念シンポジウム 
 

 名古屋市交通局と名古屋市立大学は、令和５年３月 17日（金）に市営交通事業の持続的・安定的な運

営やサービス向上並びに大学における教育研究の充実及び学生の実践力の養成を図り、市民の誰もがいき

いきと暮らせる地域社会の形成及び発展に寄与することを目的に連携協定を締結しました。これを記念

し、下記のとおり記念シンポジウムを開催いたしますので、ご案内いたします。 

 

記 

 

１ テ ー マ：はじめよう！はつらつ生活といきいき街づくり 

～生涯健幸のための公共交通の活用術～ 

 

２ 内  容：公共交通を積極的に活用した外出の魅力を伝え、はつらつとした日常生活を送ることによ

り高齢者の介護予防・心身の健康増進と、いきいきとした街づくりの形成につなげること

に関する講演・パネルディスカッション 

 

３ 開催日時：令和５年８月 10日（木）午後１時 30分～３時 45分 

 

４ 開催場所：名古屋市立大学 桜山（川澄）キャンパス さくら講堂 

 

５ 対 象 者：どなたでも（先着２００名） 

※事前申込制。ただし、定員に満たない場合は当日も先着で受付。 

 

６ 参 加 費：無料 

 

７ 申込方法：名古屋市電子申請サービス、E-mail、FAX、往復はがき 

詳細は、名古屋市立大学ホームページ参照 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/event-list/20230810/index.html 

 

 

 

 

 

 

A4サイズ：2ページ、別添あり 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/event-list/20230810/index.html


 

 

８ スケジュール 

 

時 間 内 容 

13:30 開会あいさつ 

13:40 講 演 

市営交通 100周年 ～生涯健幸のための市バス・地下鉄の活用術～ 
 
名古屋市交通局 企画財務部長 早川 元康 

14:00 “ウォーキング”フレイル予防のための一工夫 
 
名古屋市立大学大学院 医学研究科 地域医療教育学分野 教授 赤津 裕康  

14:20 頭と体を使おう！～健康のための公共交通機関の活用～ 
 
国立長寿医療研究センター リハビリテーション科医長 大沢 愛子 

14:40 人生 100年時代 外出したくなる健康まちづくり 
 
中日新聞生活部 記者 川合 道子 

15:00 休 憩 

15:10 パネルディスカッション 

公共交通を活用した健康づくり～誰もがいきいきと暮らし、活躍できるまちの創造～ 
 
コーディネーター：名古屋市立大学 学長 浅井 清文 

パ ネ リ ス ト：名古屋市交通局 企画財務部長 早川 元康 

               名古屋市立大学大学院医学研究科 教授 赤津 裕康 

国立長寿医療研究センター リハビリテーション科医長 大沢 愛子 

中日新聞生活部 記者 川合 道子 

15:40 閉会あいさつ 

 

 

 

※ご取材の申込  

 本シンポジウムについて取材いただける場合は、別添の取材申込書に必要事項を記入

し、以下の申込先までＦＡＸで申し込みください。 

 

(1)申込締切： 令和５年８月７日（月）午後３時まで 

(2)申 込 先： 名古屋市立大学教育研究部学術課 FAX052-841-0261 
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（別添） 

取 材 申 込 書（ＦＡＸ） 

令和  年  月  日 

名古屋市立大学学術課 あて 

 

件名 

名古屋市交通局×名古屋市立大学 包括連携協定締結記念シンポジウム

（令和５年８月 10日（木） 午後１時 30分開始） 

集合場所・

時間 

（集合場所） 名古屋市立大学桜山（川澄）キャンパス さくら講堂 

（集合時間） 午後１時 20分 

       ※会場受付にお越しください。係の者がご案内します。 

社 名 
 

申込責任者 

（氏名） （携帯） 

取材スタッフ 

カメラマン      名 、音声      名 、記者      名 

                                    

 計         名 

当日連絡先 

（申込責任者と同一の場合は記入不要です） 

（氏名） （携帯） 

 

※８月７日（月）午後３時までに、以下の送付先にＦＡＸを送付してください。 

 

 送付先：名古屋市立大学学術課  ＦＡＸ ０５２－８４１－０２６１  

 

＜注意事項＞ 

 ・全員が貴社を表す腕章、ジャンパー等を着用してください。 

・取材場所、取材時間、注意事項及び当局係員の指示事項をお守りください。 

 



主催：

どなたでも
参加費無料
事前にお申込
ください。

申込方法 申込締切

はじめよう！ はつらつ生活といきいき街づくり
～生涯健幸のための公共交通の活用術～

７/31月
まで 

「市営交通100周年～生涯健幸のための市バス・地下鉄の活用術～」 名古屋市交通局 企画財務部長 早川 元康
「“ウォーキング”フレイル予防のための一工夫」 名古屋市立大学大学院 医学研究科 教授 赤津 裕康 
「頭と体を使おう！～健康のための公共交通機関の活用～」 国立長寿医療研究センター リハビリテーション科医長 大沢 愛子 
「人生100年時代 外出したくなる健康まちづくり」中日新聞生活部 記者 川合 道子

「公共交通を活用した健康づくり～誰もがいきいきと暮らし、活躍できるまちの創造～」 
コーディネーター：名古屋市立大学 学長 浅井 清文

日　時

開催場所 先　着名古屋市立大学 桜山キャンパス さくら講堂
地下鉄桜通線 桜山駅 3番出口すぐ  市バス「市立大学病院」下車

５年８月10日木 午後１時30分～３時45分令
和

200名

住所、氏名（ふりがな）、年齢（〇才代）、電話番号、FAX番号（FAXでお申込の方）をご記入の上、以下のお申込先まで
お送りください。後日「受講のご案内」を送付します。8月4日時点で「受講のご案内」が届かない場合は、お手数ですが
ご連絡ください。※手話通訳・要約筆記などのサポートをご希望の方は、開講日１か月前までにお申し出ください。

E-mail・FAXまたは往復はがきによるお申込

インターネットによるお申込 名古屋市電子申請サービス 検索

名古屋市交通局×名古屋市立大学
包括連携協定締結記念シンポジウム

公共交通を積極的に活用した外出の魅力や、高齢者の介護予防・心身の
健康増進に関するシンポジウムを開催します。

お申込・お問い合わせ先

講　演

パネル
ディスカッション

9月には
名古屋市立大学監修の
ウォーキングイベントも

あります!

名古屋市立大学教育研究部学術課 公開講座担当
〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１ 

052-853-8308TEL 052-841-0261FAX E-mail kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp

※席に余裕があれば
　当日お申込を
　受け付けます。


	（広報室修正）2_20230623_シンポジウムプレスリリース
	チラシ

